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　今年４月から数学・理科の改訂教育課程

が先行実施されました．数学では必修の数

学Ⅰに「データの分析」が加わりました．

統計分野は，これまでの教育課程では選択

内容だったため教えたことがないという教

師もいるでしょうし，若い世代の教師は中

学・高校で学習していないという状況でし

ょう．そのうえ，「箱ひげ図」は全く新しい

内容です．これまで見たことも聞いたこと

もなかったのかもしれません．

　きょうは箱ひげ図およびこれに関連する

内容の解説とともに，周辺の事情等もお話

しする予定です．また，実際のデータを使

って，箱ひげ図を作成する模擬授業も行い

ます．

プログラム予定

Ⅰ部 基礎講座

「データの分析」の授業の視点と要点

●序

１．数学と統計学の違い

２．統計の対象は集団

３．統計で求める量は「目安」の値

４．小･中･高の統計教材を統一的視点で

●箱ひげ図の背景

５．いつ，だれが考えた？

６．なぜ，こんな方法をとる？

７．海外の教育では？　遅れた日本！

８．実際に使われているのか？

●教科書を比較して

９．統一されていること

10．統一されていないこと
11．「四分位数の定義は他にもある」とは
12．指導要領の「四分位偏差」は結局？
13．教科書にない，でも必要なこと･･･
それはデータの並べ換え

●その他

14．散布図と相関について
15．データの収集，結果の評価と解釈
16．成績評価は？　センター試験は？

Ⅱ部 模擬授業

箱ひげ図でデータを比べてみよう

経済，生活，スポーツ，芸能，

言語，数学（確率）

　これらのデータで箱ひげ図をかき，比較

します．

番外（時間次第で）

●他教科で使われる統計グラフ

●誤用の多い統計グラフ

以上


